
　2012年（平成24年）11月1日

中建国保にご加入の皆様へ

資格確認調査実施のお知らせ
　資格確認調査の提出期限が
過ぎております。
　調査票の未提出の方は、至
急ご提出ください。書類が提
出されない場合、中建国保の
資格喪失の手続きをとらせて
いただくことがあります。
問合　健康保険・共済課まで
　　　ご連絡ください。
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336名の方が参加した全建愛知結成40周年記念式典

 執行委員長  
 山田 　 正巳 
ヤマダ マサミ

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
四
十

周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
、
ご

苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
遠
方

よ
り
お
い
で
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

国
会
議
員
の
先
生
・
愛
知
県
議

会
・
名
古
屋
市
議
会
の
先
生
方

に
は
、
公
私
と
も
お
忙
し
い
中
、

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
愛
知
建
設
労
働
組
合
は
、

昭
和
四
十
七
年
に
七
十
八
人
で

結
成
さ
れ
、
四
十
年
後
の
現
在

の
組
合
員
数
は
一
万
七
百
九
十

二
人
と
な
り
、
愛
知
県
下
最
大

の
建
設
労
働
組
合
と
な
り
ま
し

た
。
　
組
合
結
成
か
ら
今
日
ま
で

の
、
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
深
く

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
様
方

や
、
関
係
各
位
の
ご
厚
情
の
賜

物
と
改
め
て
深
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
成
九
年
に
六
百
八
十
五
万

人
い
た
建
設
労
働
者
が
、
現
在

四
百
五
十
万
人
割
れ
と
い
う
、

建
設
不
況
の
時
代
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
四
十
周
年
を
一
つ
の

区
切
り
と
し
て
、
組
合
員
一
丸

と
な
っ
て
、
新
た
な
歴
史
に
向

っ
て
発
展
す
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
来
賓
の
皆
様
の
今
後
と
も

の
、
ご
指
導
ご
厚
情
を
お
願
い

し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
午
前
十
時
三
十
分
、
物
故
者

へ
の
黙
と
う
後
、
主
催
者
挨
拶

と
し
て
山
田
執
行
委
員
長
か
ら

「
建
設
不
況
の
時
代
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
四
十
周
年
を
一
つ

の
区
切
り
と
し
て
、
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
、
新
た
な
歴
史
に

向
っ
て
発
展
す
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
、
力
強
い
挨
拶
が
あ

り
、
記
念
式
典
の
幕
を
開
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
登
壇
さ
れ
た
全
建

総
連
古
市
書
記
長
、
中
建
国
保

村
上
副
理
事
長
、
大
村
愛
知
県

知
事
、
連
合
愛
知
土
肥
事
務
局

長
、
赤
松
広
隆
衆
議
院
議
員
、

柏
熊
光
代
愛
知
県
議
会
議
員
、

久
野
浩
平
名
古
屋
市
議
会
議
員

の
七
名
の
方
よ
り
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

来
賓
の
方
々
に
も
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

議
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
鏡
開
き
で
は
、
全
建
愛
知
の

青
色
の
法
被
に
身
を
ま
と
っ
た

全
建
総
連
古
市
書
記
長
、
中
建

国
保
村
上
副
理
事
長
・
尾
方
副

理
事
長
、
岐
阜
建
労
嶋
田
執
行

委
員
長
、
三
重
建
労
杣
川
執
行

委
員
長
、
静
岡
建
労
伏
見
執
行

委
員
長
、
全
建
愛
知
山
田
執
行

委
員
長
の
七
名
が
登
壇
し
、「
ヨ

イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ

ョ
」
と
威
勢
の
い
い
掛
け
声
で

酒
樽
は
開
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
員
に
升
酒
が
配
ら
れ
、
全

建
総
連
／
古
市
書
記
長
の
乾
杯

の
発
声
と
と
も
に
食
事
が
始
ま

り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

管
弦
楽
演
奏
が
演
台
で
行
わ
れ

な
が
ら
、
組
合
員
同
士
楽
し
そ

う
な
様
子
で
盛
大
に
祝
賀
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
国
会
議
員
の
方
々
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
台
風
十
七
号
の
影

響
が
あ
り
三
十
分
早
め
て
の
進

行
と
な
り
、
午
後
一
時
三
十
分
、

石
島
副
執
行
委
員
長
よ
り
閉
宴

の
辞
が
あ
り
祝
賀
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
は
、
奈
良
県
建
築

労
働
組
合
は
じ
め
、
全
十
六
通

の
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
四
十
年
の
あ
ゆ
み
は
、
井
上

書
記
長
よ
り
「
昭
和
四
十
七
年
、

七
十
八
名
で
結
成
さ
れ
た
組
合

も
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
一

万
人
の
組
合
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
今
後
と

も
諸
活
動
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
。

　
特
別
表
彰
で
は
、
組
合
活
動

の
推
進
と
事
業
の
普
及
に
寄
与

さ
れ
た
、
鈴
木
清
秋
さ
ん
（
西

支
部
）・
日
比
堅
三
さ
ん
（
昭

和
支
部
）・
佐
々
部
誠
さ
ん
（
天

白
支
部
）・
加
島
道
明
さ
ん
（
専

従
）
の
四
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
　
午
前
十
一
時
三
十
分
、
丹
羽

副
執
行
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
が

あ
り
、
記
念
式
典
は
閉
会
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
正
午
よ
り
同
会
場

に
て
引
き
続
き
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
山
田
執
行
委
員
長
の
開
宴
の

辞
の
後
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
全

建
総
連
東
海
地
方
協
議
会
嶋
田

新
た
な
歴
史
に
向
か
っ
て
頑
張
ろ

新
た
な
歴
史
に
向
か
っ
て
頑
張
ろ
うう

結
成
四
十
周
年
を
祝

結
成
四
十
周
年
を
祝
うう

七
十
八
人
か
ら
始
ま
っ
た
団

七
十
八
人
か
ら
始
ま
っ
た
団
結結

全建愛知結成40周年
記念式典・祝賀会開催

　
九
月
三
十
日
（
日
）
、
全
建
愛
知
結
成
四
十
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
（
名
古
屋
市
中
区
）
で
組
合
員

等
総
勢
三
百
三
十
六
名
の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
建
総
連
関
係
や
国
保
組
合
関
係
、
愛
知
県
、
労
働

組
合
・
友
好
団
体
、
外
部
顧
問
、
議
員
関
係
等
、
多
く
の
来
賓

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
あ

ゆ
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
新
た
な
歴
史
に
向
か
っ
て
励
む
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。



祝
賀
会
で
鏡
開
き
「
ヨ
イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ
ョ
ー
」

　
全
建
愛
知
は
、
全
国
的
に
も

歴
史
が
新
し
く
若
い
組
合
で
あ

　
連
合
は
、
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
を
築
い
て
い
ま

す
。
私
た
ち
働
く
全
て
の
方
々

が
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
政
策
・
制
度
の
実

現
に
向
け
懸
命
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
全
建
愛

知
の
組
織
が
更
に
大
き
く
な

り
、
よ
り
大
き
い
運
動
に
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
と
命
で
あ
り
ま
す
。
命
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
皆
さ
ん
と

考
え
・
学
び
・
育
て
て
き
た
の

が
、
中
建
国
保
の
四
十
年
だ
っ

た
の
で
す
。
ま
た
、
愛
知
県
支

部
は
優
秀
な
こ
と
に
他
の
支
部

に
比
べ
医
療
費
が
低
い
こ
と
で

す
。
日
頃
か
ら
、
皆
さ
ん
が
健

康
に
留
意
し
、
節
約
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

も
、
組
織
の
大
き
さ
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
い

　
木
造
建
築
物
を
増
や
す
取
り

　
公
契
約
法
（
条
例
）
を
連
合

愛
知
と
連
携
し
て
制
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の

十
一
月
議
会
で
安
藤
議
員
よ
り

代
表
質
問
を
し
、
大
村
知
事
よ

り
全
国
に
誇
れ
る
よ
う
な
公
契

約
法
（
条
例
）
を
制
定
し
た
い

と
、
前
向
き
な
回
答
を
得
ま
し

た
。
現
在
、
九
月
議
会
の
中
で

す
が
、
素
晴
ら
し
い
中
間
報
告

を
い
た
だ
け
る
と
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
議
団
は
、

皆
さ
ん
の
流
し
た
汗
が
公
正
に

評
価
さ
れ
る
社
会
に
な
る
よ
う

今
後
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
契
約
法
（
条
例
）
が
、
早

期
に
実
現
さ
れ
賃
金
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
民
主
党

名
古
屋
市
議
団
は
、
皆
さ
ん
の

思
い
が
市
政
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
実
現
に
向
け
精
一
杯
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

 古市 　 良洋 
フルイチ ヨシヒロ

全建総連／書記長

 村上 　 雄一 
ムラカミ ユウイチ

中建国保／副理事長

 大村 　 秀章 
オオムラ ヒデアキ

愛知県知事

 土肥 　 和則 
ドヒ カズノリ

連合愛知／事務局長
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国
会
議
員
時
代
、
厚
生
労
働

委
員
会
で
全
建
総
連
の
建
設
国

保
に
関
す
る
こ
と
を
取
り
組

み
、
長
年
皆
さ
ん
と
お
付
き
合

い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
組
合
の
屋
台
骨
と

し
て
、
健
康
を
守
る
国
保
組
合

の
制
度
を
皆
さ
ん
と
共
に
守
っ

て
い
き
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
愛

知
県
の
住
宅
倒
壊
戸
数
三
十
八

万
八
千
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
住
宅
耐
震
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
す
。
県
で
は
、

引
き
続
き
補
助
を
行
い
耐
震
改

修
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
今
後

も
安
全
で
安
心
な
愛
知
を
創
っ

て
い
く
た
め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

仲間と40年の歩みを振り返仲間と40年の歩みを振り返るる

笑顔に満ちた賑やかな祝賀笑顔に満ちた賑やかな祝賀会会
―力を合わせ建設産業の明日へ― 力を合わせ建設産業の明日へ ――

 久野 　 浩平 
クノ コウヘイ

名古屋市会議員
民主党名古屋市会議員団
常任顧問

る
中
、
こ
の
間
、
勢
い
よ
く
一

万
人
の
組
合
に
成
長
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
若
い
組
合
の
特

徴
を
活
か
し
な
が
ら
勢
い
あ
る

活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

全
建
愛
知
は
全
建
総
連
の
中
で

ま
す
。
今
後
も
、
中
建
国
保
は

山
田
理
事
長
・
尾
方
副
理
事
長

と
共
に
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り

励
ん
で
い
き
ま
す
。

組
み
（
公
共
建
築
物
木
造
利
用

促
進
法
）
で
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
木
材
は
、
健
康
で
暖
か
く

優
し
い
も
の
と
、
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
更
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
公
契
約
法
（
条

例
）
の
制
定
を
目
指
し
、
皆
さ

ん
に
公
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
既
に

愛
知
県
も
締
結
し
た
、
応
急
仮

設
木
造
住
宅
の
取
り
組
み
も
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
民
主
党
は
皆
さ
ん
と
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
全
力
で
励
ん
で
い

き
ま
す
。

も
組
合
員
数
の
比
較
的
多
い
組

合
で
す
。
し
か
し
、
愛
知
県
内

で
の
建
設
就
業
者
数
は
二
十
五

万
人
い
ま
す
。
組
織
率
的
に
は
、

と
て
も
低
い
率
に
な
っ
て
い
ま

す
。
新
し
く
組
合
に
加
入
し
て

い
た
だ
け
る
方

が
、
ま
だ
ま
だ
沢

山
み
え
る
わ
け
で

す
。
一
万
人
と
言

わ
ず
二
万
人
・
三

万
人
・
五
万
人
を

目
指
し
て
、
次
の

周
年
に
向
か
っ
て

発
展
さ
せ
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

組
合
員
同
士
会
話
も
弾
み
賑
や
か
な
祝
賀
会

ご
登
壇
い
た
だ
い
た

来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞

 赤松 　 広隆 
アカマツ ヒロタカ

衆議院議員
民主党建設労働議員懇談会会長

【
全
建
総
連
関
係
】

全
建
総
連
書
記
長
　
　
／
古
市
良
洋

岐
阜
建
労
執
行
委
員
長
／
嶋
田
　
繁

　
　
〃
　
書
記
次
長
　
／
天
野
敏
之

三
重
建
労
執
行
委
員
長
／
杣
川
光
孝

　
　
〃
　
書
記
長
　
　
／
水
谷
慎
二

静
岡
建
労
執
行
委
員
長
／
伏
見
千
歳

　
　
〃
　
書
記
長
　
　
／
鈴
木
　
勉

福
井
県
連
会
長
　
　
　
／
竹
田
潔
延

奈
良
建
設
理
事
長
　
　
／
栗
山
　
司

【
国
保
組
合
関
係
】

中
建
国
保
副
理
事
長
　
／
村
上
雄
一

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
／
尾
方
　
巧

【
政
府
関
係
】

国
家
戦
略
担
当
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
／

　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
元
久
秘
書

【
愛
知
県
】

愛
知
県
知
事
　
　
　
　
／
大
村
秀
章

建
築
担
当
局
局
長
　
　
／
松
井
宏
夫

　
　
〃
   住
宅
計
画
課
課
長
補
佐

／
山
川
博
幹

【
労
働
組
合
・
友
好
団
体
】

中
建
労
組
合
長
　
　
　
／
加
藤
範
正

愛
知
建
連
会
長
　
　
　
／
宮
川
正
一

連
合
愛
知
事
務
局
長
　
／
土
肥
和
則

住
宅
金
融
支
援
機
構
副
支
店
長

／
浅
野
英
樹

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
業
務
課
長

／
松
尾
俊
博

東
海
労
金
名
古
屋
東
支
店
長
／
武
井
　
聡

全
労
済
名
古
屋
第
一
支
所
長
／
保
浦
尊
仁

【
外
部
顧
問
】

顧
問
弁
護
士
／
河
内
尚
明

　
　
〃
　
　
　
恒
川
直
久

顧
問
税
理
士
／
大
橋
昭
人

　
　
〃
　
　
　
岡
田
尚
人

【
議
員
関
係
】

衆
議
院
議
員
／
近
藤
昭
一
秘
書

　
　
〃
　
　
　
赤
松
広
隆

　
　
〃
　
　
　
山
尾
志
桜
里
秘
書

　
　
〃
　
　
　
伴
野
　
豊

　
　
〃
　
　
　
岡
本
充
功
　
　
　
　

　
　
〃
　
　
　
中
根
康
浩

　
　
〃
　
　
　
大
西
健
介

　
　
〃
　
　
　
森
本
和
義
秘
書

　
　
〃
　
　
　
吉
田
統
彦

　
　
〃
　
　
　
磯
谷
香
代
子
秘
書

参
議
院
議
員
／
大
塚
耕
平

　
　
〃
　
　
　
斉
藤
嘉
隆

　
　
〃
　
　
　
安
井
美
沙
子
秘
書

愛
知
県
議
会
議
員

／
柏
熊
光
代

　
　
〃
　
　
　
高
橋
正
子

　
　
〃
　
　
　
長
江
正
成

　
　
〃
　
　
　
谷
口
知
美

　
　
〃
　
　
　
塚
本
　
久

　
　
〃
　
　
　
松
山
　
昇
秘
書

　
　
〃
　
　
　
中
村
友
美

　
　
〃
　
　
　
安
藤
敏
毅

　
　
〃
　
　
　
鈴
木
　
純

　
　
〃
　
　
　
河
合
洋
介

名
古
屋
市
会
議
員

／
久
野
浩
平

　
　
〃
　
　
　
奥
村
文
洋

　
　
〃
　
　
　
岡
留
繁
広

　
　
〃
　
　
　
加
藤
一
登

　
　
〃
　
　
　
服
部
将
也

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
十
六
通
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
皆
様

（敬称略・順不同）

 柏熊 　 光代 
カシワグマ ミツヨ

愛知県議会議員
民主党愛知県議員団
団長



　2012年（平成24年）11月1日

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:50～17:00

　  土曜日8:50～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック
名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　   土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日8:30～11:000120-489-545岡崎市針崎町字春咲1-3岡崎市医師会はるさき健診センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル３Ｆ

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月～金曜日8:00～18:00
       土曜日8:00～17:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

月～金曜日11:00～17:00
      土曜日11:00～14:00052-611-8680名古屋市南区白水町8だいどうクリニック

【年度内随時】

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。
※岡崎市医師会公衆衛生センターは、2012年4月1日より「岡崎市医師会はるさき健診センター」と名称変更及び移転しました。ご注意ください。

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
 び
組
合
員
外
は
受
診

　
で
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
　
　
　

受
診
資
格

　
　
　
　
  受
診
資
格
 

さ
い
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
七
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
前
年
度
の
受
診
率
は
三

十
八
・
四
％
で
し
た
。

　
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場

合
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
減
額

さ
れ
、
来
年
度
以
降
の
保
険
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず

健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
た

　
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し

　
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査
　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
 b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所
。

健
診
方

健
診
方
法法

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

　
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　　
上
記
②
集
団
健
康
診
断
日
程

表
よ
り
、
所
属
支
部
に
関
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
健
診
会
場
で
も
受

診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
に
よ
っ
て
は
、
た
い
へ

　
ん
混
雑
す
る
た
め
、
お
待
ち

　
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　
①
契
約
健
診
機
関
②
集
団
健

康
診
断
以
外
で
、
受
診
を
希
望

す
る
場
合
、
中
建
国
保
の
規
定

の
条
件
（
受
診
者
資
格
・
健
診

項
目
）
を
満
た
し
て
い
な
い
と

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

②②
集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

予
約
不

予
約
不
要要

補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
、
健
診
を
受

け
る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

補
助
金

補
助
金
額額

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
及

び
、
左
記
の
除
全
国
保
健
福

祉
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
協
会

の
実
施
す
る
巡
回
検
診
の
い

ず
れ
か
に
対
し
補
助
し
ま

す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

③③
  ①
②
以

①
②
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

因 姻鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

健
康
診
断
を
受
け
よ

健
康
診
断
を
受
け
よ
うう

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せせ
んん

集団健康診断
今月最後です

　
七
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
、
全
建
愛
知
の
実
施
す
る
集
団
健
康
診
断
も
、
い
よ
い
よ
今
月
が

最
後
の
開
催
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
ど
う
か
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
年

に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　医療費抑制を核とする「高齢者の医療の確保に関す
る法律」により、平成20年度から40歳以上の全ての
国民に対する健康診断が義務づけされております。
　組合では今年度も７月１日より集団健診を各地で開
催しておりますが、お仕事など日程等の都合でまだ受
診されていない方が多くいらっしゃいます。
　今回新たに、（財）全国保健福祉情報システム開発
協会と業務提携を結び、健康診断（巡回健診）のご案
内をさせていただくこととなりました。今年度未受診
の方を対象に、健康診断のご案内を順次お届けしてお
ります。
　すでに集団健診、市町村や他の医療機関等で健康診
断を受診されている方で補助を受けられた方は対象外
となりますので、入れ違いでご案内が届いた場合はご
容赦ください。

健康診断未受診の方にご案内が届きます
（財）全国保健福祉情報システム開発協会との業務提携について

中建
国保

問合　健康保険・共済課までご連絡ください。

②　集団健康診断日程表

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持参くだ

　さい。また、事前予約の必要はございません。

※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。

　所属支部に関わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。

会場所在地会場名受付時間曜日月

豊橋市豊橋市総合体育館9:30～11:30日４

11

津島市津島商工会議所
9:30～11:30日11

一宮市尾西グリーンプラザ

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日18

名古屋市港区全建愛知会館

北名古屋市北名古屋市文化勤労会館

9:30～11:30日25 瀬戸市瀬戸健康管理センター

日進市日進市民会館　

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

インフルエンザ予防接種を受けよう
11月25日実施

　11月25日（日）に北名古屋市文化勤労会
館にてインフルエンザの予防接種を行いま
す。ワクチン接種は、今ある予防策として最
も効果があります。予防接種に対する正しい
理解の下で、ご自分やご家族の健康のために
この機会をお役立てください。

【実施日時】
　11月25日（日）午前9時10分～正午

【実施会場】
　北名古屋市文化勤労会館２階／工作室
【接種対象者】
　高校生以上であれば、中建国保未加入・組
　合員以外の方でも接種できます。ただし、　
　高校生の方は、親の承諾が必要になります。

【ワクチンの種類】
　一昨年流行したインフルエンザウイルスを含
　むＡ／Ｈ１Ｎ１亜型（ソ連型）、Ａ／Ｈ３Ｎ２
　亜型（香港型）、Ｂ型インフルエンザに対する
　３種類のワクチン株が混合されたタイプです。

【受託医療機関】
　三河安城クリニック

今年
度よ
り補
助金

増額
2,00

0円

【接種費用】
　3,000円（当日徴収）

【費用助成】
　中建国保にご加入の組合員・家族の方には、
　後日2,000円を支給します。

【予防接種を受けることができない方】
　①接種当日体調の悪い方。当日の体温が　
　　37.5度以上の方。
　②重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方。 
　③その他、妊娠の可能性がある等、予防接
　　種を行うことが不適当な状態にある方。
【接種にあたってのご注意】
　重症化の予防というメリットがある一方で、接
　種後、はれたり、熱が出るなどの症状（副反応）
　が出る場合があり、まれではありますが重篤な
　症状を引き起こす可能性もあります。これらを
　ご理解いただいたうえで、個人の判断で接種を
　受けていただくようお願いいたします。ワクチ
　ンは鶏卵で培養しているため卵アレルギーの
　ある方、てんかんの既往のある方、嘆息の方等
　は、接種前にかかりつけ医にご相談ください。

【申込方法】
　接種希望の方は、11月16日（金）までに
　健康保険・共済課までご連絡ください。
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北支部／ＴＤＲ・浅草散策の旅

　
九
月
七
日
（
金
）
夜
十

時
北
区
を
、
組
合
員
及
び

家
族
八
十
三
名
バ
ス
三
台

で
出
発
し
ま
し
た
。

　
途
中
、
新
東
名
を
走
り

休
憩
を
取
り
な
が
ら
六
時

頃
ホ
テ
ル
へ
到
着
し
、
朝

食
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
お
腹

を
満
た
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
へ
出

掛
け
ま
し
た
。

　
開
門
前
か
ら
凄
い
人
だ
か

り
で
し
た
。

　
乗
り
物
も
一
時
間
以
上
待

ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り

あ
え
ず
早
く
乗
れ
る
も
の
に

乗
り
ま
し
た
。

　
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
豪
華

絢
爛
な
パ
レ
ー
ド
に
皆
さ
ん

感
動
し
て
ま
し
た
。

　
快
晴
で
歩
く
だ
け
で
汗
ば

み
皆
さ
ん
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
を
ほ
お
張
っ
て
ま
し
た
。

　
一
日
自
由
行
動
で
楽

し
み
、
夕
方
ホ
テ
ル
へ

戻
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
浅
草
界

隈
散
策
で
し
た
が
、
こ

こ
も
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
効

果
か
、
凄
い
人
出
で
し

た
。
　
浅
草
寺
参
拝
し
、
お

土
産
を
買
い
帰
路
に
高

速
道
路
も
渋
滞
も
な
く

北
区
へ
帰
れ
ま
し
た
。
　

　
何
年
振
り
か
の
泊
り
の

旅
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
、

特
に
お
子
さ
ん
は
、
満
足

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
又
、

次
回
も
楽
し
み
に
と
挨
拶

を
交
わ
し
解
散
し
ま
し

た
。
　

　
　
【
西
原
進
浩
通
信
員
】

浅草にて すごい人混み シンデレラ城の前で…

　
瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
主
催

で
九
月
七
日
（
金
）
、
ラ
ン
の

館
と
食
事
、
テ
レ
ビ
塔
を
見

学
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
ラ
ン
の
館
で
は
、
普
段
見

ら
れ
な
い
多
く
の
花
と
木
と

緑
に
囲
ま
れ
て
、
心
が
癒
さ

れ
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
東
急
イ
ン
ホ
テ

ル
に
て
頂
き
、
話
も
は
ず
み

楽
し
く
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な

ー
の
輝
き
が
際
立
っ
て
い
ま
し

た
。
九
十
メ
ー
ト
ル
の
展
望
台

に
行
く
と
、
混
雑
も
な
く
ゆ
っ

た
り
と
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
眼
下

を
眺
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
皆
の
笑
顔
が
い
き
い
き
し
て

最
高
で
し
た
。

　
次
回
で
は
、
瑞
穂
支
部
の
組

合
員
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
参
加
を
待

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
戸
ヶ
里
康
子
　
記
】

り
満
足
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
組
合
の
拡
大
行

動
に
つ
い
て
、
少
し
話
を
し
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
の
話
を
ま
と
め
る

と
、
支
部
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

役
員
さ
ん
と
、
も
っ
と
行
動
を

共
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
新
し
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

テ
レ
ビ
塔
は
、
外
観
が
シ
ル
バ

心が癒されました

素
敵
な
お
花
で
す

癒されます

瑞穂支部主婦の会／
ランの館とテレビ塔散策

　
九
月
十
一
日
（
火
）
、
前
夜

の
激
し
い
雷
雨
も
当
日
は
残

暑
も
一
服
の
初
秋
日
和
。
一

行
十
一
名
は
電
車
を
乗
継
ぎ

犬
山
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
屋
形
船
で
川
面

の
涼
風
を
受
け
鮎
御
膳
を
賞
味

し
な
が
ら
犬
山
城
を
真
上
に
仰

い
だ
り
、
木
曽
川
の
奇
岩
の
間

を
巡
り
上
水
道
の
取
水
口
を
見

物
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
の
お
い
し
い
水
は
こ

こ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

　
や
が
て
船
着
場
に
到
着
し
、

小
休
止
後
、
再
度
乗
船
し
本
日

の
メ
ー
ン
約
四
百
年
の
歴
史
あ

る
鵜
飼
見
物
で
す
。

　
篝
火
と
若
き
鵜
匠
の
か
け
声

に
次
々
と
鮎
を
と
る
鵜
に
歓
声

を
あ
げ
た
り
、
鮎
を
吐
き
出
す

姿
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
同
情
し
た
り

で
一
時
間
余
の
昼
鵜
飼
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
初
期
を
再
現

し
た
本
町
筋
を
散
策
し
、
適
度

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
日
頃
の
運

動
不
足
も
解
消
し
ま
し
た
。

　
お
土
産
も
戴
き
互
い
に
元
気

で
参
加
で
き
た
事
に
感
謝
し
つ

つ
、
次
回
も
一
人
で
も
多
く
の

方
が
参
集
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

夕
刻
早
め
に
大
曽
根
駅
に
着
き

ま
し
た
。

　
幹
事
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。
　

　
　
　
　
　
【
二
村
佳
子
　
記
】

若
き
鵜
匠
の
手
綱
さ
ば
き

さぁ、今から船に乗り込みますよ

守
山
支
部
主
婦
の
会
／
犬
山
昼
鵜
飼

鮎
を
と
る
鵜
に
歓
声
が
あ
が
る

　
九
月
二
十
二
日
（
土
）
、
緑

支
部
は
組
合
結
成
四
十
周
年
記

念
行
事
と
し
て
「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
七
十
八
名
（
内
子

供
十
九
名
）で
行
い
ま
し
た
。
　

分
到
着
。

　
パ
ー
ク
内
は
、
土
曜
日
と
あ

っ
て
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
　
午
後
三
時
四
十
五
分
の
集
合

ま
で
、
パ
ー
ク
内
を
満
喫
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
四
つ
回

っ
た
強
者
も
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
六
時
三
十
分
出

発
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
員
時
間

前
に
集
ま
る
気
合
の
入
れ
様
。

　
東
名
阪
で
の
渋
滞
も
少
な

く
、
予
定
よ
り
早
く
十
時
三
十

緑
支
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

パ
ー
ク
内
は
大
に
ぎ
わ
い

　
帰
り
の
バ
ス
の
中

は
、
疲
れ
も
出
て
ぐ

っ
す
り
。

　
帰
り
の
渋
滞
も
少

な
く
、
午
後
七
時
三

十
分
に
無
事
到
着

し
、
楽
し
く
一
日
を

終
え
ま
し
た
。

　
【
下
平
敏
一
　
記
】

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
に
て

きゃぁー食べられる

　
九
月
二
十
三
日
（
日
）
、

岡
崎
支
部
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
岡
崎
サ
ン
ボ
ウ
ル

に
て
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
、
子
供

を
含
め
、
四
十
六
名
で
す
。
　

を
次
々
と
決
め
る
人
も

い
れ
ば
、
溝
掃
除
の
連

続
と
い
う
人
も
あ
り
で

皆
さ
ん
と
て
も
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
、
支

部
長
、
各
議
員
さ
ん
の

挨
拶
の
後
、
一
位
か
ら

三
位
の
成
績
発
表
を

し
、
い
よ
い
よ
待
望
の

く
じ
引
き
で
す
。

　
朝
九
時
半
の
受
付
を
済
ま

せ
、
数
回
の
練
習
の
後
、
い
よ

い
よ
プ
レ
ー
開
始
で
す
。

　
日
頃
か
ら
や
り
慣
れ
て
る
人

も
い
れ
ば
、
一
年
ぶ
り
の
人
も

い
て
、
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア

岡
崎
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ス
ト
ラ
イ
ク
・
溝
掃
除

さ
ぁ
、
ど
う
か
な

お米ゲット

　
今
回
は
昼
食
を
な
く
し
、
そ

の
分
景
品
を
豪
華
に
し
、
順
位

に
関
係
な
く
全
員
に
当
た
る
よ

う
に
し
た
の
で
、
豪
華
賞
品
が

当
た
っ
た
方
は
大
満
足
、
そ
れ

以
外
の
方
々
も
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
午
前
中
だ
け
で
し
た
が
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
【
西
﨑
洋
子
通
信
員
】

　
九
月
二
十
三
日
（
日
）
、

東
海
支
部
は
レ
ス
ト
ラ
ン
シ

ッ
プ
で
優
雅
に
ク
ル
ー
ズ
、

ス
テ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
日
帰

り
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
勢
百
十
二
名
が
バ
ス
三

台
に
分
乗
。
九
月
の
雨
に
見

送
ら
れ
神
戸
に
向
か
っ
て
出

発
し
ま
し
た
。

　
話
題
の
清
盛
ド
ラ
マ
館
を

見
学
し
、
い
よ
い
よ
大
阪
湾
ク
ル

ー
ズ
出
航
！

　
国
内
最
大
級
の
レ
ス
ト
ラ
ン
シ

ッ
プ
で
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
飲
み
放

題
で
神
戸
牛
ス
テ
ー
キ
バ
イ
キ
ン

グ
で
皆
さ
ん
大
満
足
。

　
皆
さ
ん
ス
テ
ー
キ
何
枚
食
べ
た

か
な
？
食
後
は
デ
ッ
キ
に
出
て
雄

大
な
大
橋
、
神
戸
空
港
を
背
に
カ

メ
ラ
を
パ
チ
リ
。
と
て
も
幸
せ
そ

う
な
顔
、
顔
、
顔
。

　
帰
路
、
灘
の
酒
蔵
に
寄
り
、
生

酒
を
試
飲
。
お
い
し
い
お
酒
に
酔

神戸牛、大満足

東海支部／ルミナス神戸2に乗って

とても幸せそうな顔・顔・顔

い
お
み
や
げ
た
く
さ
ん

買
っ
た
方
も
い
た
の
で

は
？
　
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
大
盛
り
上

が
り
。

　
楽
し
い
旅
で
し
た
。

来
年
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
役
員
さ
ん
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　
【
永
柳
茂
通
信
員
】

神戸港にてパチリ

鴬横横

　
九
月
二
十
三
日
（
日
）
、

い
で
終
了
し
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た

て
走
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

ま
れ
ま
し
た
が
、
な
ん
と

雨
に
も
負
け
ず
散
策
へ

美
味
し
い
昼
食
で
一
休
み
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中
村
支
部
壮
年
部
・
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

楽
し
く
競
い
合
っ
た

九
月
二
十
三
日
（
日
）

名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
で

中
村
支
部
壮
年
部
・
青
年
部

主
催
の
大
会
を
行
い
、
少
々

雨
で
し
た
が
四
十
九
名
の
組

合
員
家
族
が
、
午
前
十
時
の

受
付
に
集
合
し
ま
し
た
。

　
十
一
時
に
は
、
青
年
部
の

始
球
式
に
続
き
開
始
し
ま
し

た
。
　
二
ゲ
ー
ム
を
皆
さ
ん
、
満

面
の
笑
顔
や
、
親
子
づ
れ
で

参
加
す
る
な
ど
、
楽
し
く
競

い
で
終
了
し
ま
し
た

　
支
部
長
の
挨
拶
で
い
よ
い
よ

発
表
一
等
の
賞
品
は
、
テ
レ
ビ

青
年
部
の
向
井
さ
ん
、
そ
の
他

賞
品
券
等
々
全
員
参
加
賞
も
戴

き
、
さ
あ
昼
食
で
す
。

　
バ
イ
キ
ン
グ
の
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
大
喜
び
。
揚
げ
ミ
ー
ト

ボ
ー
ル
・
豚
の
角
煮
・
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
・
寿
司
・
焼
き
そ
ば
等
々

口
に
ふ
く
み
楽
し
く
お
腹
い
っ

ぱ
い
。

　
今
後
も
、「
ま
た
他
の
人
を
誘

っ
て
、
や
り
た
い
ね
」
の
声
も

聞
き
、
次
を
楽
し
み
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　
【
柴
田
扶
美
子
通
信
員
】

お
疲
れ
様
で

た

やった、テレビ当たった

い
合
い
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
ワ
イ
ワ

イ
投
げ
て
は
、
ア
ハ
ハ
と
大
は
し

ゃ
ぎ
。
ま
た
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る

と
大
声
で
ヨ
シ
ャ
と
叫
び
大
賑
わ

　
九
月
三
十

日
（
日
）
、
豊

田
支
部
は
支

部
レ
ク
秋
の

日
帰
り
旅
行

を
実
施
し
ま

し
た
。

す
か
ら
、
大
盛
り
上
が
り
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
途
中
で
ふ
と
、

バ
ス
の
窓
か
ら
見
る
景
色
は
こ

の
世
の
終
わ
り
の
よ
う
で
し

た
。
（
運
転
手
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
）

　
気
象
や
交
通
情
報
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
頂
い
た
旅
行
会

社
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
最
善

の
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
台
風
を

振
り
切
り
、
全
員
無
事
帰
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
部
の
方
々
に
も
ご
心
配
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
来
年
は
台
風
に
勝
つ
！
！

（
い
や
、
遭
わ
な
い
こ
と
を
祈

り
ま
す
）

　
　
　
　
　
【
神
取
誠
通
信
員
】

か
出
発
。

　
無
事
京
都
に
到
着
し
た

と
き
は
、
雨
も
小
降
り
程

度
。
　
清
水
寺
を
回
っ
た
と
こ

ろ
で
本
降
り
。
奥
様
と
ア

イ
ア
イ
傘
だ
っ
た
、
私
は

す
ぐ
に
お
土
産
屋
で
傘
を

購
入
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
格
的
に
荒

れ
模
様
で
映
画
村
は
残
念

な
が
ら
中
止
。

豊田支部／秋の京都の旅

来年は台風に勝つ

　
バ
ス
内
で
、
そ
の
連
絡
を
受

け
、
全
員
ブ
ー
イ
ン
グ
。
（
台

風
十
七
号
に
対
し
て
で
す
）

　
お
か
げ
で
昼
食
や
、
そ
の
後

の
行
程
、
移
動
に
余
裕
が
で
き

て
全
体
的
に
は
楽
し
く
す
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
帰
り
は
、
台
風
を
引
き
連
れ

　
京
都
周
遊
（
清

水
寺
～
太
秦
映
画
村
）
紅
葉
に

は
ま
だ
早
い
で
す
が
、
秋
の
京

都
と
い
う
こ
と
で
九
十
名
に
せ

ま
る
た
く
さ
ん
の
組
合
員
と
ご

家
族
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
り
か
ら
、
台
風
十
七
号
の

上
陸
と
重
な
り
開
催
自
体
危
ぶ

　
遊
園
地
の
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
前

に
受
付
は
あ
り
ま
し
た
が
、
見

つ
け
る
の
に
苦
労
し
た
方
も
い

た
よ
う
で
す
。

　
入
場
券
売
り
場
に
は
長
い
列

が
出
来
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

の
支
部
員
さ
ん
は
受
付
を
済
ま

し
て
入
場
券
を
も
ら
う
と
、
そ

の
ま
ま
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
　

　
十
時
半
に
は
、
全
員
の
受
け

付
け
も
終
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
遊

園
地
の
人
ご
み
の
中
に
紛
れ
て

こ
と
で
、
金
券
の
額
も
う
ん
と

は
ず
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
せ
い
か
、
参
加
者
も
例

年
の
秋
の
支
部
レ
ク
よ
り
二
割

以
上
多
く
二
百
二
十
名
を
超
え

ま
し
た
。

　
十
月
七
日
（
日
）
は
、
前
日

の
夜
に
降
っ
た
雨
も
残
ら
ず
に

朝
か
ら
よ
い
天
気
で
し
た
。

　
三
連
休
の
中
日
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
長
島
温
泉
は
朝
か
ら

す
ご
い
人
出
で
混
雑
し
て
い
ま

し
た
。

行
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
の
中
で
、
参
加
者

を
見
分
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
歓
声
や
笑
い
声

を
聞
い
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
楽

し
ん
で
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、

容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
わ
た
し
も
金
券
で
、
お
風
呂

に
入
り
食
事
を
し
て
お
土
産
ま

で
買
っ
て
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
【
堤
圭
一
通
信
員
】

南支部／長島温泉の旅

目一杯遊びました

　
南
支
部
の
今
年
の
秋
の

支
部
レ
ク
は
、
組
合
の
四

十
周
年
記
念
行
事
も
兼
ね

て
長
島
温
泉
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
支
部
員
と
そ
の
家
族
の

方
々
に
長
島
温
泉
の
入
場

券
と
金
券
を
渡
し
て
、
温

泉
や
遊
園
地
で
一
日
目
、

一
杯
遊
ん
で
も
ら
い
、
日

頃
の
疲
れ
を
取
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　
四
十
周
年
記
念
と
い
う

子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ

ポ
ケ
モ
ン
と
一
緒
に

秋
の
味
覚
を
大
収
穫

　
秋
の
風
を

感
じ
る
十
月

七
日
（
日
）
、

港
支
部
は
約

七
十
名
が
二

台
の
バ
ス
に

大粒の房のピオーネ

りんごも美味しいよ

港
支
部
／
駒
ケ
根
 栗
・
り
ん
ご
狩
り
の
旅

乗
り
込
み
南
信
州
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　
秋
の
大
収
穫
と
言

う
こ
と
で
、
栗
拾
い
・

ぶ
ど
う
一
房
狩
り
・

り
ん
ご
＆
な
し
狩
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
水
引
工
芸
館
を
見

学
し
た
後
、
じ
ゃ
が
い
も
・

人
参
・
玉
ね
ぎ
の
野
菜
一
㎏

を
詰
め
、
少
し
早
め
の
昼
食

で
松
茸
の
み
そ
鍋
膳
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
食
後
に
栗
園
へ
行
き
、
栗

拾
い
を
楽
し
み
拾
っ
た
栗
を

一
㎏

お
土
産
に
。

　
次
は
、
ぶ
ど
う
園
で
す
。

　
巨
峰
に
似
た
大
粒
の
房
の
ぶ

ど
う
で
、
種
も
な
く
大
変
お
い

し
く
て
食
べ
や
す
い
ピ
オ
ー
ネ

を
一
房
収
獲
し
ま
し
た
。

　
次
は
、
最
後
の
収
穫
の
り
ん

ご
＆
な
し
狩
り
で
す
。

　
園
で
木
か
ら
も
ぎ
採
り
食

べ
、
お
腹
一

杯
に
な
り
ま

し
た
。
　

　
お
土
産
も

い
た
だ
き
出

発
。

　
最
後
に
栗
き
ん
と
ん
の
す
や

さ
ん
に
立
ち
寄
り
、
全
て
の
収

穫
を
終
え
名
古
屋
へ
。

　
渋
滞
に
あ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
【
下
田
美
紀
　
記
】

西支部／住宅デー

大勢の親子で賑わっている木工体験コーナー

好天に恵まれた住宅デー

　
西
支
部
は
、
十
月
十
四
日

（
日
）
に
「
西
区
民
ま
つ
り
」

と
の
共
催
で
庄
内
緑
地
公
園

に
て
「
住
宅
デ
ー
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
年
は
天
気
も
良
く
て
大

勢
の
人
達
で
賑
わ
い
、「
全
建

愛
知
西
支
部
」
の
「
ま
な

板
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
開
始

時
間
前
か
ら
女
性
達
が
集

ま
り
だ
し
て
百
五
十
枚
程

用
意
し
た
ま
な
板
は
、
午

後
一
時
頃
に
は
す
べ
て
無

く
な
り
ま
し
た
。

　
な
か
に
は
「
昨
年
も
こ
こ

で
ま
な
板
を
買
っ
た
が
と
て

も
良
か
っ
た
の
で
、
今
年
は

娘
た
ち
の
分
を
…
」
と
言
っ

て
ま
な
板
を
三
枚
も
持
っ
て

帰
ら
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
「
木
工
体
験
コ
ー
ナ
ー
」で

も
大
勢
の
親
子
づ
れ
が
来

て
、
組
合
員
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
「
テ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ

ク
ス
」
や
「
動
物
の
顔
の
鍋
敷

き
」
作
り
を
体
験
し
、
出
来
上

が
っ
た
品
を
嬉
し
そ
う
に
笑

顔
で
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気

で
一
時
は
待
っ
て
い
る
人
の

行
列
が
出
来
て
、
組
合
員
は

昼
食
を
食
べ
る
時
間
も
無
い

ほ
ど
で
し
た
。

　
西
支
部
で
は
毎
年
品
物
を

販
売
す
る
の
で
は
な
く
て
、

任
意
に
「
寄
付
」
を
し
て
貰

う
事
に
し
て
、
今
年
は
「
九

万
円
程
の
寄
付
金
」
が
集
ま

り
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
「
社
会

福
祉
団
体
」
へ
寄
付
を
し
ま

し
た
。
　
【
青
木
繁
通
信
員
】

大評判のまな板コーナー

　
十

月

十

四

日

（
日
）
、
中
支
部
は
長

野
県
に
あ
る
赤
沢
自

然
休
養
林
で
健
康
体

力
づ
く
り
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　
最
初
に
森
林
鉄
道

に
乗
り
林
内
を
散

策
。
自
然
休
養
林
と

言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て

一

本

一

本

の

木
々
、
草
花
等
が
二

百
年
、
三
百
年
と
経

っ
て
い
る
と
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説

明
で
知
り
、
参
加
者
は
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　
植
物
が
発
散
す
る
酸
素
や
香

り
、
そ
し
て
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を

全
身
で
受
け
と
め
心
身
共
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　
少
し
遅
い
昼
食
で
は
、
栗
お

こ
わ
・
そ
ば
・
山
菜
・
き
の
こ

鍋
等
、
秋
の
味
覚
を
賞
味
し
、

奈
良
井
宿
を
散
策
、
中
山
道
三

十
四
番
目
の
宿
場
で
「
奈
良
井

ガイドさんの説明を聞く参加者
千
軒
」
と
言
わ
れ
た
程
賑
わ

っ
た
と
い
う
エ
リ
ア
で
す
。

　
現
在
で
も
一
㎞
の
間
に
二

百
余
り
の
歴
史
あ
る
建
造
物

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
年
も
、
忘
れ
る
事
の
出

来
な
い
体
力
づ
く
り
を
行
な

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
【
野
田
眞
次
通
信
員
】

緑のシャワーでリフレッシュ
赤沢休養林ウォーキング
中支部／

秋の味覚を堪能



　
九
月
十
六
日
（
日
）
～
十
八

日
（
火
）
の
三
日
間
、
兵
庫
県

神
戸
市
の
「
神
戸
国
際
展
示
場
」

に
お
い
て
第
二
十
八
回
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
三
十
三
県
連
・

組
合
、
七
十
六
名
の
選
手
が
参

加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
廣
石
忠
明
さ
ん
（
三

十
五
歳
／
中
村
支
部
）
と
藤
本

浩
幸
さ
ん
（
三
十
一
歳
／
春
日

井
支
部
）
の
二
名
が
参
加
、
六

時
間
の
競
技
時
間
の
中
で
競
技

課
題
で
あ
る
「
四
方
転
び
踏
み

台
」
を
見
事
に
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
競
技
課
題
で
あ

る
「
四
方
転
び
踏
み
台
」
を
原

寸
図
作
製
か
ら
木
づ
く
り
、
墨

付
け
、
加
工
、
組
み
立
て
ま
で

全
て
を
制
限
時
間
内
に
行
い
腕

を
競
い
ま
す
。

　
昨
年
は
二
名
と
も
六
時
間
を

超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今

年
の
大
会
に
挑
む
に
あ
た
り
、

二
名
の
選
手
は
七
月
頃
か
ら
夜

間
や
休
日
を
利
用
し
て
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
結
果
、
努
力
が
実
り
上
位
入

賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
奨
励
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
こ
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
技
術
・
技
能
の
習
得
の
他

に
も
全
国
の
同
年
代
・
同
職
種

の
選
手
と
交
流
を
持
ち
、
刺
激

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

　2012年（平成24年）11月1日

　
九
月
二
十
二
日
（
土
）
、
服

部
津
島
支
部
長
の
呼
び
か
け
に

よ
り
支
部
交
流
学
習
会
が
猿
投

温
泉
ホ
テ
ル
の
金
泉
閣
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
津
島
、
守
山
、
西
、

尾
北
、
春
日
井
の
五
支
部
の
支

部
役
員
二
十
二
名
と
個
人
参
加

の
二
名
、
計
二
十
四
名
で
開
か

れ
、
最
初
に
参
加
者
全
員
の
自

己
紹
介
で
始
ま
り
、
服
部
支
部

長
よ
り
交
流
会
の
趣
旨
の
説
明

と
「
今
年
は
資
格
調
査
に
よ
り

人
員
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
支
部
役
員

と
し
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
前
向
き
な
姿
勢
の
上
に
立

つ
各
支
部
間
の
交
流
、
情
報
交

換
に
よ
る
結
束
力
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
約
一
時
間
、
「
厚

生
労
働
省
の
資
料
を
使
っ
た
適

用
除
外
申
請
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
」
。
ま
た
、
「
組
合
共
済
制

度
に
つ
い
て
今
後
の
注
意
点
、

注
目
点
」
等
で
勉
強
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
勉
強
会
の
後
は
、
食
事
を
と

り
な
が
ら
、
各
支
部
間
で
の
組

織
拡
大
の
方
法
や
、
支
部
レ
ク

等
の
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
の

交
流
会
、
食
事
後
は
温
泉
に
て

の
裸
の
交
流
と
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
支
部
レ
ク
等
と
重
な

り
参
加
出
来
な
か
っ
た
、
緑
、

小
牧
両
支
部
も
次
回
は
必
ず
参

加
し
ま
す
と
の
報
告
も
あ
り
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
学
習
会
や

支
部
交
流
は
こ
れ
か
ら
も
定
期

的
に
開
か
れ
た
ら
良
い
と
の
意

見
が
聞
か
れ
る
中
、
案
と
し
て

来
年
三
月
中
に
「
伊
勢
湾
ク
ル

ー
ズ
」
を
交
流
会
と
し
て
各
支

部
組
合
員
に
呼
び
か
け
る
案
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
後
交
流
会
に
興
味
の
あ

る
支
部
、
参
加
希
望
支
部
、
詳

細
を
聞
き
た
い
支
部
は
津
島
支

部
長
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
お
願
い
が
あ
り
、
会

は
非
常
に
実
り
あ
る
交
流
会
で

終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
佐
藤
伸
吾
通
信
員
】

あと少しで完成の藤本選手

懸
命
な
追
い
込
み
を
す
る
廣
石
選
手

　
「
増
改
築
相
談
員
新
規
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
一
月
十
九
日
（
土
）
　

　
     　
　
 ～
 二
十
日
（
日
）

　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　
午
前
九
時
十
五
分
よ
り
受
付

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容

　
・
増
改
築
相
談
員
の
基
礎
知
識

　
・
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改
修

　
・
関
連
融
資
・
住
宅
の
税
金

　
・
住
宅
の
点
検
と
補
修

　
・
考
査
等

■
受
講
資
格
　

　
住
宅
の
新
築
又
は
リ
フ
ォ
ー

　
ム
工
事
に
関
し
、
十
年
以
上

　
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

■
会
費
　

　
組
合
員
　
　
二
万
八
千
円
　

　
組
合
員
外
　
三
万
五
千
円
　

　
※
テ
キ
ス
ト
・
登
録
料
・
昼
食
込

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
六
日

■
申
込
・
問
合
　
住
宅
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

増
改
築
相
談
員
新
規
研
修
会

も
う
一
つ
資
格
を
増
や
そ
う

住宅対策部

ス
に
分
け
て
二
日
間
行
い
ま
し
た
。

　
九
月
十
六
日
（

日
）
、
本
部
青
年

部
・

主
婦
の
会
幹
事
を
対
象
に

二
十
四
名
の
参
加
の
も
と
全
建

愛
知
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
の
内
容
は
、
全
建
愛

知
の
構
成
・
組
合
費
の
内
訳
等
、

健
康
保
険
・
労
災
保
険
・
組
合

共
済
制
度
の
内
容
を
学
習
し
ま

し
た
。

　
講
義
中
、
参
加
者
か
ら
は
償

還
金
制
度
や
傷
病
手
当
金
等
に

関
し
て
活
発
な
質
問
が
飛
び
交

っ
て
い
ま
し
た
。

　
閉
会
後
、
「
一
年
前
、
学
習

し
た
健
康
保
険
等
の
制
度
を
改

め
て
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
」
な
ど
参
加
者
か
ら
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
月
二
十
六
日
（
水
）
、

支
部
役
員
を
対
象
と
し
て
二
十

五
名
の
参
加
の
も
と
、
全
建
愛

◎日時　11月18日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

 　 ／0120-154-931

 　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　今月の組合費等の自動引落日

は27日（火）です。26日（月）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
す
。

　
来
年
も
大
会
出
場
に
向
け
て

講
習
会
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
三
十
五
歳
以
下
の
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

知
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
未
加
入
者
の
方
に
説
明
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
健
康
保
険
・

労
災
保
険
・
組
合
共
済
の
内
容

を
学
習
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
組
織
拡
大
行
動
の

た
め
、
活
動
家
の
育
成
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

津島、守山、西、

に
ぎ
や
か
に
交
流
が
で
き
た

支
部
交
流
学
習
会
開
催

尾北、春日井支部

因 姻鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

優秀賞は青山順一さん
おめでとうございます

安全
標語
決定

　キャロ
ット８月
号で募集
しました
安全標語
は、75点
の応募が
ありまし

た。
　労働対策部で４点を選考し、10月の
執行委員会で次の方々が優秀賞・佳作
に決定しました。
　たくさんのご応募ありがとうござい
ました。
〈優秀賞〉青山　順一さん
〈佳　作〉西村進一郎さん
　　　　　森　　信広さん
　　　　　山田　貴之さん
　優秀賞の青山順一さんには１万円分
の商品券を、佳作の３名の方には5千
円分の商品券を、その他の方には図書
カードをお送りします。
　なお、優秀賞・佳作の作品は来月号
より１年間、キャロットに掲載いたし
ます。
　皆さんのさらなる安全意識向上で事
故のない職場づくりをお願いします。

優
秀
賞
の
安
全
標
語

労働対策部

気のゆるみ

心心のゆるみが

事故の元

玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

玉
掛
け
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令

に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講
習

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程

　
◎
学
科
　
十
二
月
一
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
～
二
日
（
日
）

　
◎
実
技
　
十
二
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
ま
た
は
九
日
（
日
）

　
※
受
講
者
に
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す

　
※
全
日
と
も
九
時
～
十
七
時
十
分

■
学
科
会
場

　
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館
二
Ｆ

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
―
三
―
十
四

■
実
技
会
場
　

　
愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
名
古
屋
市
北
区
安
井
二
―
四
―
四
十
八

■
受
講
資
格
　

　
①
十
八
歳
以
上

　
②
玉
掛
け
の
補
助
作
業
の
業
務
等

　
　
に
六
ヵ
月
以
上
就
い
た
経
験
者

　
③
つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
未
満

　
　
の
ク
レ
ー
ン
の
玉
掛
け
業
務

　
　
に
六
ヵ
月
以
上
就
い
た
経
験
者

　
④
実
務
経
験
、
事
業
所
証
明

　
　
が
あ
る
方

■
会
費
　
三
万
五
千
円

■
〆
切
　
十
一
月
五
日
（
月
）
　

■
申
込
・
問
合
　
技
術
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

活動家育成学習会の様子

学
習
成
果
を
拡
大
に
つ
な
げ
る

活
動
家
育
成
学
習
会
開
催

組織部
　
組
織
拡
大
強
化
月
間
（
九
月

～
十
一
月
）
に
伴
い
、
各
支
部
の

役
員
を
対
象
に
健
康
保
険
・
労

災
保
険
・
共
済
制
度
等
を
学
習

し
、
各
自
組
織
拡
大
行
動
に
活

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
家
育
成
学
習
会
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
支
部
役
員
コ
ー
ス
と

本
部
青
年
部
・
主
婦
の
会
コ
ー

　
全
建
総
連
第
五
十
三
回
定
期

大
会
が
十
月
十
日
（
水
）
～
十

二
日
（
金
）
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
劇
場
ホ
ー

ル
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
仲

間
一
千
三
百
四
十
三
名
（
五
十

三
県
連
・
組
合
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
組
合
か
ら
は
、
四
役
専
門
部

長
は
じ
め
、
総
勢
十
九
名
で
参

加
し
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
に
て
、
運
動
方
針

案
が
提
案
さ
れ
、
白
熱
し
た
討

議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
詳
細
は
、
十
二
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　

全国から1,343名が参加

青
年
技
能
競
技
大
会
開

青
年
技
能
競
技
大
会
開
催催

技術対策部

二
名
の
選
手

大
健

二
名
の
選
手
 大
健
闘闘

全
国
の
仲
間
一
千
三
百
四
十
三
名
参
加

第53回定期大会

組
織
を
拡
大
・
強
化
し
、
仕
事
と
く
ら
し
、

建
設
国
保
、
平
和
を
守
ろ
う

全建総連

真剣な様子の学習会



　
消
費
税
申
告
講
習
会
　

　
　
    （
簡
易
・
本
則
）

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
金
）

　
簡
易
課
税
　
午
前
十
時
～

　
本
則
課
税
　
午
後
一
時
三
十
分
～

税
金
学
習
デ
ー

　
年
度
末
に
向
け
て
源
泉
徴

収
・
年
末
調
整
の
仕
方
や
所
得

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

【
岡
崎
事
務
所
】

　
日
程
　
十
二
月
十
一
日
（
火
）

【
豊
橋
事
務
所
】

　
日
程
　
十
二
月
十
三
日
（
木
）

【
本
部
事
務
所
】

　
日
程
　
十
二
月
十
六
日
（
日
）

　
日
程
　
一
月
二
十
日
（
日
）

■
各
種
申
込
・
問
合
　

　
税
金
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

税
・
消
費
税
申
告
の
仕
方
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

　
税
金
や
記
帳
に
つ
い
て
不
安

や
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
二

月
開
催
の
全
建
愛
知
税
金
申
告

学
習
会
の
前
に
必
ず
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
も
よ
り
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
十
二
・
一
月
開
催
の
全
建

愛
知
会
館
の
ほ
か
各
出
先
事
務

所
で
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
税
金
学
習
（
相
談
）
デ
ー
は

　
個
別
に
行
い
ま
す
の
で
、
希

　
望
時
間
と
相
談
内
容
を
組
合

　
に
電
話
予
約
の
上
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。（
一
組
・
一
時
間
程
）

【
春
日
井
事
務
所
】

　
日
程
　
十
二
月
四
日
（
火
）

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

税
金
講
習
会
の
模
様

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
四
日
（
日
）

■
会
場
　
岡
崎
公
園

木
曽
川
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
旧
木
曽
川
町
役
場

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー
（
津
島
地
区
）

■
日
程
　
十
二
月
二
日
（
日
）

■
会
場
　
津
島
市
文
化
会
館

中
村
支
部
／
天
竜
川
下
り
と
リ
ン
ゴ
狩
り
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
四
日
（
日
）

■
行
先
　
天
竜
川
他

尾
北
支
部
／
高
山
散
策
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
四
日
（
日
）

■
行
先
　
白
川
合
掌
集
落

碧
海
支
部
／
組
合
結
成
四
十
周
年
Ｔ
Ｄ
Ｌ

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

　
～
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
他

旭
瀬
戸
支
部
／
組
合
結
成
四
十
周
年
神
戸
ク
ル
ー
ズ
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
神
戸

港
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
中
川
コ
ロ
ナ

守
山
支
部
／
組
合
結
成
四
十
周
年
佐
渡
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
～
十
二
日
（
月
）

■
行
先
　
新
潟
県
佐
渡

春
日
井
支
部
青
年
部
・
主
婦
の
会
／
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村

■
日
程
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村

天
白
支
部
／
妻
籠
宿
＆
そ
ば
道
場
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
長
野
県
南
木
曽
町

千
種
支
部
・
東
支
部
レ
ク
／
組
合
結
成
四
十
周
年
城
崎
温
泉

■
日
程
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
～
十
二
日
（
月
）

■
行
先
　
城
崎
温
泉

豊
橋
支
部
主
婦
の
会
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
勢
神
宮
他

港
支
部
／
新
年
会

■
日
程
　
一
月
六
日
（
日
）

■
会
場
　
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
パ
ー
ゴ
ラ

海
部
支
部
／
健
康
づ
く
り
教
室
・
知
多
散
策

■
日
程
　
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
大
府
健
康
の
森
プ
ラ
ザ

※
十
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、

　
一
宮
支
部
／
忘
年
会
（
十
二

　
月
二
十
三
日
）
で
す
が
、
中

　
止
と
な
り
ま
し
た
。
悪
し
か

　
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

■
日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
瑞
穂
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

■
会
費
　
八
百
円
（
軽
食
付
）

■
〆
切
　
十
一
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
富
江

　
℡
０
９
０
―
８
０
７
３
―
６
７
９
３

緑
支
部
主
婦
の
会
／

　
名
古
屋
港
水
族
館
＆
親
睦
会

■
日
時
　
十
二
月
一
日
（
土
）

　
午
前
九
時
三
十
分
に
切
符
売

　
場
前
へ
集
合
（
現
地
集
合
）

■
行
先
　
名
古
屋
港
水
族
館

■
会
費
　
一
千
円

■
〆
切
　
十
一
月
十
日

■
備
考
　
胃
に
て
お
申
込
み
く

　
　
　
　
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
福
島

　
℡
・
胃
０
５
２
―
６
２
１
―
３
９
０
３

天
白
支
部
主
婦
の
会
／

　
お
正
月
寄
せ
植
え
と
食
事
会

■
日
時
　
十
二
月
四
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
～

■
会
場
　
白
土
・

サ
ン
リ
ョ
ー
二
階

　
フ
ラ
ン
テ
（
元
ヤ
マ
ナ
カ
）
の
隣
り

■
会
費
　
三
千
円

■
定
員
　
二
十
五
名

■
〆
切
　
十
一
月
十
五
日

■
申
込
・
問
合
　
飯
田

　
胃
０
５
６
１
～
７
３
～
１
５
３
９

　
℡
０
９
０
～
８
５
４
７
～
０
４
５
６

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら中建国保からのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

　被保険者の皆さんの中で、個人事業所から新たに法人
事業所を設立された際は、今まで加入されていた国民年
金から厚生年金に切り替えていただく必要があります。
　手続き期間は法人設立日から原則５日以内となり、た
いへん短期間になりますのでご注意ください。また、原
則5日以内の手続き日数を超えると、中建国保の資格を
失うこともありますので、法人設立の予定がある方は、
事前にご相談ください。
　なお、法人事業所で従業員を新たに雇う場合も雇用日
から原則5日以内に手続きをしてください。
　但し、年金事務所が「やむを得ないと認めた場合」に
限り、原則5日以内の手続き日数を超えても事実の発生
した日に遡及して承認して差し支えないこととされてい
ます。その際には、理由書が必要になります。
　「やむを得ないと認めた場合」とは、天災地変、交通・
通信関係の事故やスト等により適用除外の申請が困難と
認められる場合や、法人登記の手続きに日数を要する場
合など。

　中建国保の健全な運営のため、職種の変更・組織変更
（個人から法人）・転業・廃業等がありましたら、速や
かに組合の健康保険・共済課へご連絡ください。

消
費
税
講
習
会
の
ご
案

消
費
税
講
習
会
の
ご
案
内内

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ
うう

消費税WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

す。そのおかげで、今が在り感謝しています。
　今は、私にも若い職人が2人いますが、この２人を立派な職
人に育てる事を楽しみにしています。
　屋根は、暮らしを守るために大切な部位です。手に職を持つ
事で学歴の無い私が、社会の中で必要とされる事が出来ていま
す。
　これからも勉強して職人に磨きをかけて行きたいと思いま

  幹事　

  原 　 広和 
ハラ ヒロカズ

　皆さん、はじめまして。一宮支部の原広和です。
　私は、中学校を卒業してから屋根工事の仕事に
就き21年が経ちました。
　厳しい親方の元で育てて頂き、ズル休みをして
も引きずって連れて行かれた事が思い出されま

お
弟
子
さ
ん
と
三
人
で
…
（
左
／
原
広
和
）

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

40歳以下の組合員は全員青年部員です

す。全建愛知青年部
では、同世代の仲間
と刺激仕合いやりが
いを持てる環境を築
いています。
　40歳以下の組合
員の皆さん共に良い
環境を築いて行きま
しょう。
　よろしくお願い致
します。
【原　広和　幹事　記】

（瓦工）

　2012年（平成24年）11月1日

※
各
支
部
主
催
の
支
部
レ
ク
が

　
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
支
部
レ
ク
に
皆
さ
ん

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　国土交通省（国交省）では建設業許可業者に、社会
保険（健康保険・厚生年金・雇用保険）の加入を徹底
する取り組みをしています。
　そのため、建設業法施行規則の改正がされ、平成24
年11月１日より建設業許可申請（新規・更新・業種追
加等）について、以下のとおり変更されます。

１、 様式第二十号の三「健康保険等の加入状況」が追
　　加されます。

２、 「健康保険等の加入状況が確認できる資料」が必
　　要になります。

学 岳較較較較較較較較較較較較較較較較較較

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

http://www.pref.aichi.jp/ken-fu/kensetsugyo/kyoka/241101hoken.html

【社会保険（健康保険・厚生年金等）の強制加入】
　従業員５人以上の個人事業所、または、法人事業所
については、法律で強制的に加入が義務付けられています。
　なお、個人事業所の時から組合の中建国保に加入し、法人
設立後、原則５日以内に健康保険適用除外申請を行えば、社
会保険（健康保険のみ）に移行せず、中建国保に残ることが
可能です。その際は、法人設立前に組合へご相談ください。

（１）健康保険
　【社会保険加入の事業所】※従業員５人以上の個人事
　業所、または、法人事業所（適用除外事業所は除く）
　・申請時直前の「保険料納入告知額・領収済額通知
　　書（写し）」等
　※「従業員４人以下の個人事業所」・「健康保険適用除外
　　事業所」については、健康保険等の加入状況の健康保
　　険の欄は「３」となり、添付書類は必要ありません。

（２）年金
　【厚生年金加入の事業所】※従業員５人以上の個人事
　業所、または、法人事業所
　・申請時直前の「保険料納入告知額・領収済額通知
　　書（写し）」等
　※「国民年金加入の事業所」については、健康保険等の加入状況の
　　　厚生年金保険の欄は「３」となり、添付書類は必要ありません。

（３）雇用保険
　【ハローワーク（職安）で直接雇用保険に加入している事業所】
　・申請時直前の「労働保険概算・増加概算・確定保
　　険料申告書の控え（原本）」＋
　　「納付書・領収証書（写し）」等
　　【雇用保険の事務を、全建愛知等の労働保険事務組合に委託している事業所】
　・申請時直前の「労働保険料等納入通知書（原本）」＋
　　「労働保険料等領収書（写し）」
　※「労働者が１人も雇用されていない、雇用保険未加入
　　の事業所」については、健康保険等の加入状況の雇用
　　保険の欄は「３」となり、添付書類は必要ありません。

　なお、詳細につきましては、「愛知県建設部建設業
不動産業課　建設業法施行規則の改正に伴う、建設業
許可申請時の健康保険等の加入状況の確認について」

　国交省では、今後５年間で社会保険加入率を100％とする
ことを目指しており、平成29年度以降、社会保険未加入事業
所は建設業許可の更新等が出来なくなる恐れがあります。

建設業許可申請時の健康保険等建設業許可申請時の健康保険等のの
加入状況確認につい加入状況確認についてて

名
東
支
部
／
組
合
結
成
四
十
周
年
Ｕ
Ｓ
Ｊ

■
日
程
　
十
一
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

岡
崎
支
部
／
組
合
結
成
四
十
周
年
バ
ス
旅
行

■
日
程
　
十
二
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
福
井
県
方
面

西
尾
支
部
／
組
合
結
成
四
十
周
年
Ｕ
Ｓ
Ｊ

■
日
程
　
十
二
月
一
日
（
土
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

　天
白
支
部
青
年
部
／
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
旅

■
日
程
　
十
二
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト

東
海
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
二
月
二
日
（
日
）

■
会
場
　
半
田
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

港
支
部
／
組
合
結
成
四
十
周
年
Ｔ
Ｄ
Ｒ
の
旅

■
日
程
　
十
二
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
九
日
（
日
）

■
行
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ー

春
日
井
支
部
青
年
部
・
主
婦
の
会
／
餅
つ
き
大
会

■
日
程
　
十
二
月
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
神
屋
公
民
館

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／
生
け
花
教
室

■
日
程
　
十
二
月
二
十
九
日
（
土
）

■
会
場
　
川
原
神
社



◎
栗
き
ん
と
ん
の
季
節
で
す
よ
！

　
中
津
川
へ
、
栗
き
ん
と
ん
を

食
べ
に
行
き
ま
し
た
。
栗
き
ん

と
ん
を
食
べ
る
と
秋
の
到
来
を

感
じ
ま
す
。

【
尾
張
旭
市
／
岡
﨑
郁
子
さ
ん
】

※
旬
で
す
ね
。う
～
ん
、一
口
で
食
べ
た
い
。

◎
銀
杏
、
う
ま
い
！

　
朝
、
散
歩
の
途
中
に
神
社
が

あ
り
、
銀
杏
が
た
く
さ
ん
落
ち

て
い
ま
す
。
明
日
は
、
袋
を
持

参
し
て
拾
っ
て
こ
よ
う
か
な
。

【
一
宮
市
／
瀬
辺
恵
子
さ
ん
】

※
臭
い
は
独
特
だ
け
ど
、
茶
碗
蒸
し
に
は
最
高
。

◎
秋
を
感
じ
て
…
！

　
秋
と
は
程
遠
い
暑
さ
、
で
も

近
く
の
幼
稚
園
か
ら
運
動
会
の

音
楽
、
神
社
の
お
祭
り
の
準
備
、

秋
を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
西
尾
市
／
荒
川
く
み
子
さ
ん
】

※
少
し
少
し
秋
が
近
づ
い
て
い
る
の
で
す
ね
。

◎
食
○
の
秋
に
負
け
る
な
！

　
朝
晩
や
っ
と
！
涼
し
く
な
っ

た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
メ
タ
ボ
対

策
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
。
と

思
っ
て
い
ま
す
が
…
秋
の
気
持

ち
良
さ
…
「
秋
の
魅
力
」
に
、

す
で
に
負
け
て
い
ま
す
！
こ
の

ま
ま
、
冬
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う

に
…
と
自
分
の
お
腹
に
誓
い
を

立
て
て
い
ま
す
。
図
書
カ
ー
ド

が
当
た
っ
た
ら
…
Ｄ
Ｖ
Ｄ
つ
き

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
本
を
購
入
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
【
岩
倉
市
／
溝
口
誠
さ
ん
】

※
誘
惑
が
一
杯
で
す
が
、
頑
張
っ
て
。

◎
保
管
管
理
は
一
苦
労
！

　
秋
の
収
獲
に
、
早
め
に
サ
ツ

マ
イ
モ
を
取
り
、
冷
蔵
庫
に
保

管
し
た
の
で
す
が
、
く
さ
り
が

出
て
残
念
！
ま
だ
畑
に
残
し
て

あ
る
の
で
、
そ
れ
は
大
切
に
食

し
ま
す
。
野
菜
の
保
管
管
理
は

難
し
い
で
す
ね
。

【
碧
南
市
／
岩
月
美
智
子
さ
ん
】

※
そ
ん
な
に
難
し
い
も
の
な
の
で
す
ね
。

◎
も
う
十
月
で
す
よ
！

　
十
月
に
な
り
ま
し
た
。
も
う

す
ぐ
正
月
か
。
月
日
の
過
ぎ
る

事
の
何
と
早
い
こ
と
か
。
毎
日

の
生
活
に
お
わ
れ
、
今
年
も
相

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
「
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人

　
ぞ
」
と
詠
ん
だ
俳
人

④
…
…
ふ
ま
ず
は
足
の
裏
の
く

　
ぼ
ん
だ
と
こ
ろ

⑥
ミ
ツ
バ
チ
や
ス
ズ
ス
メ
バ
チ

　
の
中
で
た
ま
ご
を
生
む
ハ
チ

⑨
大
麦
が
原
料
。
…
…
ス
キ
ー

⑩
元
素
記
号
０
の
気
体

⑬
文
字
を
上
下
に
並
べ
て
書
く
こ
と

⑮
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
な
い
も
の

⑰
う
そ
、
で
た
ら
め

⑲
焼
酎
の
原
料
に
も
な
り
ま
す

【【
ヨ
コ
の
カ

ヨ
コ
の
カ
ギギ
】】

【【
タ
テ
の
カ

タ
テ
の
カ
ギギ
】】

嬰
…
…
に
提
灯
は
ム
ダ
で
す

影
海
外
旅
行
は
…
…
に
乗
っ
て
行
き
ま
す

①
汚
職
し
て
議
員
…
…
を
外
す
こ
と
に

②
日
月
火
水
木
金
土

③
先
生
を
…
…
生
徒
た
ち

⑤
す
べ
て
の
…
…
は
ロ
ー
マ
に
通
ず

⑦
ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
う
成
長
し
て
き
た
か

⑧
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と

⑪
品
物
や
書
類
を
郵
便
な
ど
で

　
送
る
の
に
掛
か
る
料
金

⑫
山
と
山
に
は
さ
ま
れ
た
間

⑭
「
啄
木
鳥
」
の
詠
み
方

⑯
若
い
人
は
…
…
の
ご
は
ん
を
平
ら
げ
る

⑱
…
…
見
運
転
は
事
故
の
も
と

⑳
医
師
不
足
が
よ
り
深
刻
な
の

　
は
、
…
…
と
小
児
科

■
応
募
方
法
　

【
編
集
後
記
】
十
年
に
一

度
の
大
き
な
行
事
と
し
て

四
十
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
の
記
事
を
二
頁
に
渡

り
掲
載
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

お
読
み
く
だ
さ
い
。

【
に
ん
じ
ん
】
運
動
会
シ

ー
ズ
ン
真
っ
只
中
。
パ
パ

は
、
早
朝
か
ら
場
所
取
り

や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
係
と
大

忙
し
。
可
愛
い
俊
介
・
優

希
・
さ
く
ら
の
た
め
に
、

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
。
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○さ 

変
わ
ら
ず
、
年
を
か
さ
ね
る
ば

か
り
で
し
た
。

【
み
よ
し
市
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
ホ
ン
ト
で
す
ね
。
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
。
あ
～
。

◎
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
！

　
十
七
号
台
風
直
撃
と
の
報
道

で
、
鉢
植
え
・
バ
ケ
ツ
・
自
転

車
等
々
片
づ
け
、
何
時
来
て
も

大
丈
夫
と
、
か
ま
え
て
直
近
の

六
時
ご
ろ
に
な
っ
て
も
そ
ん
な

に
大
し
た
事
無
く
過
ぎ
、
台
風

の
進
路
右
側
と
左
側
で
は
、
こ

ん
な
に
違
う
の
か
と
感
じ
ま
し

た
。
　

【
一
宮
市
／
水
谷
義
男
さ
ん
】

※
進
路
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す
か
？
へ
～
ぇ
。

◎
受
信
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
！

　
九
月
三
十
日
、
台
風
十
七
号

の
接
近
に
伴
い
、
エ
リ
ア
メ
ー

ル
が
来
ま
し
た
。
家
の
近
く
に

福
田
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
名

古
屋
市
か
ら
の
避
難
勧
告
が
出

ま
し
た
。
雨
、
風
が
強
い
の
で
、

外
に
出
る
の
も
か
え
っ
て
危
険

な
の
で
家
の
中
に
い
ま
し
た
。

二
十
二
時
十
三
分
、
解
除
の
メ

ー
ル
で
安
心
し
ま
し
た
。

【
中
川
区
／
伊
藤
政
子
さ
ん
】

※
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
と
は
、
助
か
り
ま
す
ね
。

◎
健
康
に
感
謝
！

　
最
近
、
同
級
生
に
会
う
機
会

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
皆
、
親
の

介
護
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
主

人
の
両
親
も
私
の
母
も
元
気
で

す
。
元
気
で
い
て
く
れ
る
こ
と

が
何
よ
り
も
で
す
。
た
だ
た
だ

感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

【
中
川
区
／
鬼
頭
美
由
紀
さ
ん
】

※
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

◎
ヤ
ッ
タ
ー
嬉
し
い
！

　
先
日
、
健
康
診
断
の
結
果
を

聞
き
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
こ

こ
六
年
位
、
心
電
図
で
経
過
観

察
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

異
常
な
し
を
も
ら
い
ま
し
た
。

他
も
全
部
良
か
っ
た
の
で
ヤ
ッ

タ
ー
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

お
陰
か
な
…
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
津
島
市
／
尾
身
富
子
さ
ん
】

※
良
か
っ
た
で
す
ね
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
か
も
。

◎
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

　
近
く
に
、
全
世
代
に
考
慮
し

た
公
園
が
出
来
、
毎
日
仲
間
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

【
豊
橋
市
／
永
田
君
代
さ
ん
】

※
ど
ん
な
公
園
な
ん
だ
ろ
う
？

◎
し
っ
か
り
食
べ
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
！

　
今
、
娘
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始

め
て
い
る
。
夜
は
、
ほ
と
ん
ど

食
べ
な
い
。
私
は
、
そ
れ
は
無

理
な
の
で
炭
水
化
物
は
摂
ら
な

い
で
、
野
菜
を
摂
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る
。
朝
と
昼
は
、
し

っ
か
り
食
べ
ま
す
。
下
腹
部
の

脂
肪
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

が
、
私
の
願
い
で
す
。

【
昭
和
区
／
五
嶋
静
代
さ
ん
】

※
頑
張
っ
て
。
願
い
が
叶
う
よ
う
に
。

◎
ち
ゃ
か
り
し
て
い
ま
す
！

　
私
の
娘
二
児
の
母
で
す
け

ど
、
財
布
か
ら
出
す
の
は
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
の
み
で
す
。
人
の

支
払
い
で
ポ
イ
ン
ト
貯
め
る
な

ん
て
。
女
房
も
あ
き
れ
て
ま
す
。

　
　
【
岩
倉
市
／
所
宣
孝
さ
ん
】

※
し
っ
か
り
し
た
娘
さ
ん
で
す
よ
ね
。

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
一
月
九
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え
　

　
イ
ワ
シ
グ
モ

■
当
選
者

　
横
井
菜
々
さ
ん
他
十
九
名

■
十
二
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
一
月
七
日
（
水
）

　2012年（平成24年）11月1日

【
お
詫
び
と
訂
正
】
九
月
号
掲

載
四
頁
／
青
年
部
レ
ク
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
長

さ
約
二
十
㎝

の
エ
ビ
フ
ラ
イ
」
。

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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共済福祉部 ご案内

　全建愛知では、「現場賠償共済パートナー」を
取り扱っております。パートナーは、仕事の遂
行（資材落下・機材倒壊等）や遂行のために用
いる施設（現場事務所・資材置場等）によって、
他人の身体・生命を害したり、他人の財物を損
壊したことにより、組合員の皆様が法律上の賠
償責任を負担することで被る損害を補償しま
す。なお、請負業務の開始（着手）時、終了
（引渡）時を問わず、保険期間内に着手中の請
負業務を補償対象とします。
【保険期間】
12月１日から翌年12月１日午後４時までの１年間となります。
※保険期間途中での加入も可能です。この場合は、保
　険料をご入金された翌日からの補償となります。

【現場賠償共済パートナーのメリット】
①建設工事や増改築工事等に伴って発生するさ
　まざまな賠償事故を補償いたします。
②万一事故が発生した場合の賠償資力の確保に
　より、経営の安定化がはかれます。
③組合員の皆様を対象とする制度ですので、個
　別に加入される場合に比べて、割安な保険料
　で加入することができます。
④保険料は全額経費とすることができます。

【事故の例】
・建築中の建物の屋根から鉄板が落下し通行人にケガを負わせた。
・クレーンが倒れ隣の民家を損壊させた。
・工事現場でコンクリートブロックの外壁が崩れ、通
行人にケガをさせた。

　新たにオプション「ＰＬ保険（生産物賠償責任保
険）」に加入すると、工事終了（引渡し後）の事故も
補償できるようになりました。
　ご自分の責任の遂行のためにも、施主への配
慮のためにも、「現場賠償共済パートナー」を仕
事のパートナーとしてご検討ください。
　加入・掛金・ＰＬ保険（生産物賠償責任保険）等、
その他詳しくは、共済課／三好までご連絡ください。
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皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびにににににににににににににににににににに来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来てててててててててててててててててててて皆さん、遊びに来てねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね
ふれあい餅つき大会開催

昨年のふれあい餅つき大会の様子

　毎年恒例の
「ふれあい餅
つき大会」を
開催します。
　全建愛知が
地域の一員と
して、住民の
方々に親しん
でいただける
よう、また組

　　　　　　【物品のお願い】
　慈善バザーの収益金は、年末助け合い運
動に寄付させていただきます。
　より多くの寄付ができますよう、食品以
外の物品の提供をお願いいたします。
■問合　各支部主婦の会幹事または、組合
　　　　の久田・坂本までご連絡ください。

合員の皆さんにより身近な存在に感じてい
ただけるように、「餅つき・スーパーボー
ルすくい・フランクフルト・輪投げ・アニ
メ映画上映会・慈善バザー・豚汁無料サー
ビス・小物作り教室」など、たくさんの楽
しい催しを企画しています。
　皆さん、ぜひ全建愛知に遊びに来てくだ
さい。お待ちしています。

■日時　12月９日（日）午前10時～午後２時
■会場　全建愛知会館
■会費　無料
■備考　雨天決行　

組織部

現場賠償共済パートナ現場賠償共済パートナーー


